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〈人口と世帯 / 26.2.1現在〉

前月比内外国人
住 民 数

住 民 基本台帳
（外国人住民数を含む）

43人増（　386人）42,244人男
12人増（　662人）43,108人女
55人増（1,048人）85,352人計

37,129世帯世帯
1月の出生者数（外国人住民数を含む）男43人  女22人

て
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
た
め
「
東
大
和
防
災
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
４
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
、
二
部
構
成
で

実
施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

３
月
９
日
豸

※
雨
天
等
で
中
止
す
る

場
合
は
午
前
８
時
に
防

災
行
政
無
線
で
放
送
。

▽
時
間　

第
一
部
は
午

保
育
園
の
開
設
や
定
員
増
等
に

よ
り
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
災
害
対
策
用
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
や
中

央
公
民
館
の
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
す
る
な
ど
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

特
別
会
計
予
算
に
お
い
て
も
、

各
事
業
を
適
切
に
執
行
す
る
た

め
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
２
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
予
算
書
は
、
財
政
課
（
市
役

所
４
階
）、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
３
階
）
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

財
政
課
・
内
線
１

４
３
１
ま
で
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
と

２６

５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
の
総
額
は
、四
七
四
億
六
、

七
三
八
万
二
、
〇
〇
〇
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

「
住
み
よ
い
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」、「
福
祉
の
行
き
渡

っ
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
、

「
地
域
力
・
教
育
力
の
向
上
」

等
を
図
る
施
策
に
つ
い
て
、
優

先
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
の
充
実
等
に
よ

り
、
東
大
和
市
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
廃
棄
物
の
減
量

施
策
を
推
進
し
、
福
祉
の
行
き

渡
っ
た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
は
、

平成26年度予算案 平成26年度予算案 
平成26年第1回市議会定例会に提案  

～一般会計・5つの特別会計～ ～一般会計・5つの特別会計～ 

前
８
時　

分
〜
９
時　

分
、
第

４５

３０

二
部
は
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

０
時　

分
３０

▽
場
所　

都
立
東
大
和
南
公
園

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

　

市
及
び
都
立
東
大
和
南
公
園

で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か

ら
３
年
が
経
過
す
る
３
月
９
日

豸
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
改
め

円
、
小
・
中
学
生　

円
で
す
。

１００

券
売
機
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

ー
Ⅱ
Ｂ
』
は
一
、
〇
〇
〇
万
個

の
星
で
星
空
を
美
し
く
表
現
し
、

『
ス
テ
ラ
ド
ー
ム
』
で
全
天
に

迫
力
あ
る
デ
ジ
タ
ル
映
像
を
映

し
出
し
ま
す
。
新
し
い
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

※
左
上
の
表
に
は
入
場
無
料
の

イ
ベ
ン
ト
と
有
料
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
有
料
は
大
人　
２００

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
３
月　
１５

日
貍
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
投
影
機
『
メ
ガ
ス
タ

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

3
月
１５
日
　
に
新
投
影
機
「
メ
ガ
ス
タ
ー
Ⅱ
Ｂ
」
登
場 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に 

　
　
　
　
　
　
　
ご
期
待
く
だ
さ
い 

（土） 
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 予算編成の基本方針
平成26年度の予算については、次の基本方針（全般的事項）に基づき、
編成しました。

●開かれた市政の実現のため、施策の形成や課題の対応に当たっては、

情報公開と説明責任の徹底を図り、その過程の透明性を確保すること

により市民の理解と信頼を得ること。

●持続可能な市政の実現のため、社会情勢を見通す中、費用対効果の分

析等により事業を選択し、「東大和市実施計画」における主要事業な

ど取り組むべき課題に集中して対応すること。

●「東大和市行政改革大綱」に基づき、全職員が歳入の確保に取り組む

とともに、効率的かつ効果的な事務事業の実施に努めること。

東
大
和
防
災
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

〜
東
日
本
大
震
災
追
悼
行
事
〜

3
月
9
日
豸
に
都
立
東
大
和
南
公
園
に
て
開
催
 

▲昨年実施した総合防災訓練の様子

【第一部】市内一斉避難訓練
午前8時45分に市内で一斉に防災行政無線の放送を行い
ます。放送を受け、市内に震度6強の地震が発生したと想
定し、自宅から自治会・自主防災組織等で集まるなどして、
市の広域避難場所である都立東大和南公園の400ｍトラ
ックまで徒歩等で避難してください。　
【第二部】催し物及び各種体験・展示コーナー
●みんなで訓練！ 100mバケツリレー　●警視庁警備犬
による捜索活動演技　●子ども向け防災紙芝居　●東大和
南高校吹奏楽部による演奏　●スタンプラリー（景品有り）
●はしご車及び起震車搭乗体験（人数制限有り）　●東日
本大震災活動記録パネル展示　●車両展示（自衛隊・警察・
消防）　●応急給水に関する説明及び「東京水」の試飲　
●ガス・電話に関する災害時対応体験　●自衛隊によるカ
レーの炊き出し（食数制限有り）、市備蓄食糧の配付　他
※イベントの詳細は、防災安全課までお問い合わせください。

　

東
京
都
は
、
戦
争
の
惨
禍
を

再
び
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓

い
、
3
月　

日
を
「
東
京
都
平

１０

和
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
3
月　

日
は
未
明

２０

１０

の
大
空
襲
で
、
一
夜
に
し
て　
１０

万
人
と
も
い
わ
れ
る
尊
い
命
が

失
わ
れ
た
日
で
す
。

　

こ
の
日
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

平
和
の
意
義
を
確
認
し
、
平
和

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
東

京
都
で
は
、
平
和
の
日
記
念
式

典
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
東
京
大
空
襲
を

は
じ
め
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
願
い
、
午
後
1
時
か
ら
1
分

間
の
黙
と
う
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
黙
と
う
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
生
活
文
化

局
文
化
事
業
課
�　

―
5
3
8

０３

8
―
3
1
4
1
へ
。

黙
と
う
の
お
願
い 

3
月
10
日
は 

　

東
京
都
平
和
の
日 

▲新投影機
「メガスターⅡ B」

郷土博物館プラネタリウムリニューアル
オープニングイベント

■デモ番組「メガスターの星空たんけん」（有料）
3月 15日貍正午から、午後1時から、午後2時から／郷土博物館プラネ
タリウム／100人／新しい投影機でできることを紹介します。メガスター
の美しい星空をごらんください／3月16日豸の投影はありません。

■企画展示「プラネタリウム今昔（いまむかし）」（無料）
3月 15日貍～5月25日豸／郷土博物館企画展示室／プラネタリウム
でこれまで使用していたユニークな投影機などを紹介します。

■ロビーイベント「記念写真でパズル」（無料）
3月 15日貍・16日豸午前9時～午後5時／郷土博物館ロビー／150
人（当日先着順）／撮影した写真をパズルにして差し上げます。

■おもてなしコーナー
3月 15日貍・16日豸午前9時～午後4時／郷土博物館前／東大和市商
工会の協力による物品や飲食物の販売があります。

■春番組「アースシンフォニー～光と水が奏でる空の物語」（有料）
3月 18日貂～6月8日豸／平日は午後3時から、土・日曜日と祝日は
午後1時からと3時から／郷土博物館プラネタリウム／100人／オーロ
ラや流星群、雪など地球を包む大気で起こる現象をドームスクリーンに映
し出します／投影途中での入退場不可。3月中の土・日曜日と祝日は特別
プログラムのため投影はありません。

■星空さんぽ「双眼鏡で星空案内」（有料）
3月21日（祝日）～23日豸午後1時から／郷土博物館プラネタリウム／
メガスターの美しい星空を双眼鏡でながめてみませんか／100人／お
持ちの方は双眼鏡を持参してください／投影途中での入退場不可。

■特別番組「ハヤブサ・バック・トゥー・ジ・アース」（有料）
3月21日（祝日）～30日豸の土・日曜日及び祝日／午前11時からはロ
ング版、午後3時からはショート版を上映／郷土博物館プラネタリウム
／共に星座解説があります。
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付
税
は
一
八
億
五
、
〇
〇
〇
万

円
で
、
前
年
度
比
一
億
五
、
〇

〇
〇
万
円
、　

％
の
減
を
見
込

７.５

み
ま
し
た
。
市
債
（
借
入
金
）

は
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
校

舎
外
壁
改
修
事
業
債
や
臨
時
財

政
対
策
債
な
ど
一
八
億
一
、
三

八
〇
万
円
で
、
前
年
度
比
で
約

七
、
四
五
三
万
円
、　

％
の
減

３.９

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
待
機
児
童
の
解

消
を
図
る
施
策
等
に
伴
い
、
児

童
福
祉
費
が
増
額
と
な
り
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際
し
て

は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
等
を
給

付
し
ま
す
の
で
、
民
生
費
が
約

一
五
七
億
三
、七
六
六
万
円
で
、

前
年
度
比
一
〇
億
六
、
八
三
七

万
円
、　

％
の
増
と
な
っ
て
い

７.３

ま
す
。
ま
た
、
衛
生
費
は
、
家

庭
廃
棄
物
の
減
量
施
策
の
計
上

等
に
よ
り
、　

％
増
の
約
二
二

３.６

億
七
、
一
三
七
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 
特　

別　

会　

計　
　
　
　
  

　

全
会
計
の
予
算
総
額
は
約
一

九
一
億
一
三
八
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
九
億
八
、
〇
九
三
万

円
、　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

５.４

３
日
豺
〜　

日
貅
の
間
に
市
の

１３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
民
体
育
館
や
ほ
か
の
施
設

で
の
窓
口
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
公
募
説
明
会　

３
月　

日
貊

１４

午
後
２
時
か
ら
／
市
役
所
会
議

棟
第
６
会
議
室

▽
施
設
案
内　

３
月　

日
貂
／

１８

集
合
場
所
は
市
民
体
育
館
で
す
。

※
応
募
予
定
団
体
は
、
公
募
説

明
会
・
施
設
案
内
会
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
出
席
す
る
団
体

は
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
参
加

申
込
書
を
記
入
し
、
募
集
要
項

に
記
載
さ
れ
た
フ
ァ
ク
ス
番
号

ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、

３
月　

日
貅
正
午
ま
で
に
お
申

１３

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
書
類
の
受
付　

４
月　
２２

日
貂
・　

日
貉
の
午
前
９
時
〜

２３

午
後
４
時
の
間
に
社
会
教
育
課

（
市
役
所
５
階
）
へ
持
参
し
提
出
。

※
募
集
内
容
の
詳
細
は
、
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
２
ま
で
。

　

市
・
都
民
税
の
申
告
、
所
得

税
等
の
申
告
と
納
税
の
期
限
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
受

付
窓
口
が
大
変
込
み
合
い
ま
す

の
で
、
お
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
申
告
期
限

�
市
・
都
民
税
の
申
告 

３
月

　

日
豺

１７�
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

 

３
月　

日
豺

１７

�
贈
与
税
の
申
告
と
納
税 

３

　

日
豺

１７�
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税 

３
月　

日
豺

３１

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
（
土
曜

開
庁
時
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

▽
申
告
場
所

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

方
の
医
療
等
に
か
か
る
経
費

（
保
険
給
付
費
や
出
産
育
児
一

時
金
等
）
に
加
え
、
医
療
費
の

分
析
を
行
い
、
保
健
指
導
等
に

よ
る
疾
病
の
重
症
化
を
予
防
す

る
経
費
を
歳
出
予
算
で
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
は
、
国
や
東
京
都

な
ど
の
負
担
金
の
他
、
不
足
す

る
分
に
つ
い
て
は
、
市
が
負
担

（
一
般
会
計
繰
入
金
）
す
る
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

公
共
下
水
道
施
設
の
維
持
管

理
費
や
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
に

係
る
借
入
金
の
償
還
費
な
ど
を

歳
出
予
算
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
は
、
主
に
下
水
道

使
用
料
や
下
水
道
整
備
の
た
め

の
借
入
金
を
平
準
化
す
る
た
め

の
借
入
金
（
資
本
費
平
準
化
債
）

で
、不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は
、

市
が
負
担
（
一
般
会
計
繰
入
金
）

す
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計

　

立
野
地
区
に
お
け
る

建
築
物
等
の
移
転
補
償

費
や
都
市
計
画
道
路
築

造
工
事
費
等
を
歳
出
予

算
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
は
、
区
画

整
理
に
伴
う
保
留
地
の

処
分
金
と
基
金
繰
入
金

が
主
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計

　

第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
経

費
（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
な
ど
）
を
歳
出
予
算

で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
は
、
介
護

保
険
料
、
国
及
び
東
京

都
と
市
の
負
担
（
一
般

会
計
繰
入
金
）
が
主
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　

歳
以
上
の
方
な
ど
の
医
療

７５
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
東
京
都
の
広
域
連
合
で
運

営
さ
れ
、
市
が
広
域
連
合
に
納

付
す
る
負
担
金
な
ど
を
歳
出
予

算
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
は
、
医
療
保
険
料

と
市
の
負
担
（
一
般
会
計
繰
入

金
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
一　

般　

会　

計　
　
　
　
  

　

予
算
総
額
は
、二
八
三
億
六
、

六
〇
〇
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
九
億
一
〇
〇
万
円
、　

％
の

３.３

増
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
特
徴
点
】

　

歳
入
で
は
、
市
民
税
及
び
固

定
資
産
税
の
増
額
等
を
見
込
み
、

市
税
が
約
一
二
一
億
五
、
五
〇

五
万
円
で
、前
年
度
比
二
億
三
、

七
二
三
万
円
、　

％
の
増
と
な

２.０

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
東
大

和
市
体
育
施
設
等
の
管
理
運
営

を
行
う
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他

の
団
体
（
指
定
管
理
者
）
を
公

募
し
ま
す
。

▽
対
象
施
設　

①
市
民
体
育
館

（
桜
が
丘
２
―　

―　

）
②
市

１６７

１３

民
プ
ー
ル
（
桜
が
丘
２
―　

―
１６７

　

）
③
桜
が
丘
市
民
広
場
（
桜

１３が
丘
２
―　

―
２
）
④
上
仲
原

１４２

公
園
野
球
場
（
陸
上
競
技
場
を

含
む
）（
向
原
１
―
１
）
⑤
上
仲

原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
向
原

１
―
１
）

▽
指
定
期
間　

平
成　

年
４
月

２７

１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

３２

３１

▽
応
募
資
格　

法
人
ま
た
は
そ

の
他
の
団
体
で
あ
る
こ
と
（
法

人
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
複
数
の
団
体
で
グ
ル
ー
プ
を

構
成
し
、応
募
す
る
こ
と
も
可
。

▽
選
定
方
法　

東
大
和
市
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
の
審
査
を

行
い
、
指
定
管
理
者
候
補
者
を

選
定
し
、議
会
の
議
決
を
経
て
、

指
定
管
理
者
に
指
定
し
ま
す
。

▽
募
集
要
項
等
の
配
布　

３
月

平
成
　
年
度 

　
　 

予
算
案
の
概
要 

２６ 

税金の申告は 
お済みですか 
市・都民税、所得税の 
　申告期限は3月17日（月） 

�
市
・
都
民
税 

市
役
所
会
議

棟
第
１
会
議
室

�
そ
の
他 

立
川
税
務
署
（
立

川
市
緑
町
４
―
２
立

川
地
方
合
同
庁
舎
）

※
来
場
の
際
は
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
立
川
税
務
署
の
移

転
に
伴
い
、
確
定
申

告
書
作
成
会
場
が
変

更
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
記
入
済
み
の
所
得

税
確
定
申
告
書
は
３

月　

日
豺
ま
で
市
役
所
で
も
仮

１７
受
付
を
し
ま
す
。

▽
市
・
都
民
税
に
関
す
る
お
問

��������������������������������������������������������������������������

一般会計及び特別会計の予算案の総額（単位：千円、％）
増減率増減額平成25年度平成26年度会 　　計　　 名

3.3901,00027,465,00028,366,000一 　般　  会　  計
1.6151,4379,470,2319,621,668国民健康保険事業特

別

会

計

△ 0.1△ 2,2622,182,3902,180,128下 水 道 事 業
36.170,849196,381267,230土地区画整理事業
14.3673,0094,717,5855,390,594介 護 保 険 事 業
5.787,8981,553,8641,641,762後期高齢者医療

4.11,881,93145,585,45147,467,382合　　　　　計

立川税務署 
立川地方合同庁舎 

合
せ
は
市
役
所
課
税
課
・
内
線

１
０
５
５
ま
で
。
所
得
税
・
贈

与
税
・
消
費
税
等
に
関
す
る
お

問
合
せ
は
立
川
税
務
署
�　

―
０４２

　

―
１
１
８
１
へ
。

５２３■
引
っ
越
し
等
の
時
は
バ
イ
ク

・
軽
自
動
車
等
の
変
更
手
続
き

を
　　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
の
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

転
出
す
る
方
、
名
義
変
更
を

す
る
方
は
、
早
め
に
変
更
・
廃

車
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続

き
の
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
原
動
機
付
自
転
車
（　

㏄
以

１２５

下
）・
ミ
ニ
カ
ー
・
小
型
特
殊
自

動
車
は
、
課
税
課
（
市
役
所
１

階
）・
内
線
１
０
５
１
ま
で
。

○
軽
四
輪
車
・
軽
三
輪
車
は
、

軽
自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管

事
務
所
多
摩
支
所
�　

―　

―

０４２

３５８

１
４
１
１
へ
。

○
軽
二
輪
（　

㏄
超　

㏄
以

１２５

２５０

下
）・
二
輪
の
小
型
自
動
車
（　
２５０

㏄
超
）
は
、
東
京
運
輸
支
局
多

摩
事
務
所
�　

―
５
５
４
０
―

０５０

２
０
３
３
へ
。

一般会計予算案の主な事業

�高齢者見守りぼっくすの開設によ
る運営経費等 1,569万円
�障害者ヘルプカードの作成等に係る
経費  250万円
�玉川上水保育園の開設による運営経
費 1億5,627万円
�大和東保育園の定員増等に係る経費
 6,317万円
�テマリ保育園の新園舎（園舎移転）
に係る施設整備補助金
 2億2,046万円
�生活困窮者の自立支援に係る経費
 4,000万円
�家庭廃棄物の減量施策の推進に係る
経費 1億1,665万円
�橋りょう長寿命化修繕計画の策定に
係る経費 603万円
�コミュニティバスの車両購入及びバ
ス停留所のベンチ設置等工事費
 2,164万円
�災害対策用マンホールトイレの整備
に係る経費 3,163万円
�小学校及び中学校の校舎外壁改修工
事費 2億1,583万円
�中央公民館耐震補強工事費等
 1億9,190万円
�新学校給食センター建設工事実施設
計委託料 3,104万円

東
大
和
市
体
育
施
設
等
の
 

　
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

次
の
内
容
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

▽
受
付
時
間　

１
時
間　

分
延

３０

長
し
て
、
午
前
９
時
〜
午
後
８

時　

分
と
な
り
ま
す
。

３０
▽
休
館
日
の
申
請
等
受
付　

月

曜
日
等
の
休
館
日
に
お
け
る
申

請
等
受
付
や
問
合
せ
は
行
わ
な

い
た
め
、
完
全
休
館
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
３
月　

日
２９

貍
〜　

日
豺
は
、
事
務
引
継
の

３１

た
め
、
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
東

２６

大
和
市
民
会
館
（
ハ
ミ
ン
グ
ホ

ー
ル
）
を
管
理
、
運
営
す
る
指

定
管
理
者
が
Ｊ
Ｎ
Ｓ
共
同
事
業

体
に
変
わ
り
ま
す
。

　

運
営
や
事
業
は
、
新
指
定
管

理
者
が
提
案
し
た
内
容
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
貂
か
ら
、

◎
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル 

 

指
定
管
理
者
の 

 

　
変
更
に
伴
う 

　
　
　 

お
知
ら
せ 

固定資産税、国民健康保険税の納付はお済みですか 固定資産税（第 4期）及び国民健康保険税（第 8期）は 2月 28日（金）が納期限です。納付が
お済みでない場合は、至急納付をお願いします／問合せ　納税課・内線 1041まで
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「
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く
す

し
ん
ぼ
り
」
を
新
堀
地
区
会
館

２
階
図
書
室
の
一
部
を
活
用
し
、

今
年
４
月
に
開
設
し
ま
す
。

　

高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く
す
は
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
高

齢
者
の
見
守
り
支
援
を
専
門
と

し
た
相
談
窓
口
で
す
。
昨
年
４

月
に
「
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く

す　

な
ら
は
し
」
が
奈
良
橋
市

民
セ
ン
タ
ー
２
階
に
開
設
さ
れ
、

今
回
が
２
か
所
目
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
士
等
の
資
格
を
持

っ
た
相
談
員
が
、
地
域
の
高
齢

者
宅
を
戸
別
訪
問
し
、
地
域
で

の
見
守
り
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
の
方
に
対
し
て
、民
生
委
員
、

自
治
会
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
設
置
相
談
に
応
じ
、
発

報
が
あ
っ
た
時
は
、
必
要
に
応

じ
て
対
象
者
の
状
況
を
確
認
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
高
齢

者
や
家
族
等
か
ら
の
様
々
な
相

談
に
応
じ
、
専
門
的
な
対
応
が

必
要
な
場
合
は
、
高
齢
者
ほ
っ

高齢者の見守り支援を 
　　　　　専門とした相談窓口 

高齢者見守りぼっくす 
しんぼり 

4月から新堀地区会館内に開設 

ー
（
い
も
く
ぼ
�　

―　

―
８

０４２

５６３

７
７
７
、
き
よ
は
ら
�　

―　
０４２

５９０

―
１
１
３
８
、
な
ん
が
い
�　
０４２

―　

―
８
１
３
３
）

５６６
�
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）

・
内
線
１
１
７
６

�
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

・
内
線
１
１
２
３

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、保
育
課
、

す
こ
や
か
病
児
・
病
後
児
保
育

室
（
�　

―　

―
０
４
１
５
）

０４２

５９０

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
３
ま
で
。

　

４
月
１
日
以
降
に
す
こ
や
か

病
児
・
病
後
児
保
育
室
を
利
用
、

ま
た
は
保
育
料
の
減
額
を
希
望

す
る
方
は
、
保
育
室
を
利
用
す

る
前
に
登
録
・
保
育
料
減
額
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
す
こ
や
か
病
児
・
病

後
児
保
育
室
の
利
用
登
録
を
し

て
い
る
方
、
保
育
料
の
減
額
を

受
け
て
い
る
方
の
利
用
登
録
等

の
期
限
は
３
月　

日
豺
で
す
。

３１

〔
登
録
手
続
き
〕

対
象　

満
６
か
月
〜
小
学
３
年

生
／
受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

等
は
除
く
）
／
受
付
場
所　

す

こ
や
か
病
児
・
病
後
児
保
育
室

（
広
沢
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
２

階
）
／
無
料
（
市
内
に
住
民
登

録
し
て
い
る
方
）

〔
保
育
料
減
額
手
続
き
〕

対
象　

生
活
保
護
受
給
世
帯
、

平
成　

年
分
所
得
税
非
課
税
及

２５

び
平
成　

年
度
住
民
税
非
課
税

２５

世
帯
の
方
／
受
付
日
時　

月
〜

金
曜
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
等
は
除
く
）
／
保
育

課
（
市
役
所
１
階
）

　

成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
の
理

由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
権
利
と
財
産
を
守
る
制
度
で

す
。支
援
者
（
成
年
後
見
人
等
）

が
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
を
結

ん
だ
り
、
不
動
産
や
預
貯
金
を

管
理
し
た
り
、
本
人
の
み
で
行

っ
た
不
利
益
な
契
約
等
の
行
為

を
取
り
消
す
な
ど
、
本
人
の
権

利
を
保
護
し
、
援
助
を
行
い
ま

す
。
こ
の
制
度
に
は
、
家
庭
裁

判
所
が
成
年
後
見
人
等
を
選
任

す
る
「
法
定
後
見
制
度
」
と
あ

ら
か
じ
め
本
人
が
任
意
後
見
人

を
選
ぶ
「
任
意
後
見
制
度
」
が

あ
り
ま
す
（
下
表
参
照
）。

▽
法
定
後
見
制
度　

判
断
能
力

の
程
度
に
応
じ
て「
後
見
」「
保

佐
」「
補
助
」
が
あ
り
ま
す
。

▽
任
意
後
見
制
度　

本
人
が
十

分
な
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、

将
来
、
判
断
能
力
が
不
十
分
と

な
っ
た
場
合
に
備
え
、
あ
ら
か

じ
め
自
ら
選
ん
だ
代
理
人
（
任

意
後
見
人
）
と
契
約
を
結
ん
で

お
く
も
の
で
す
。

　

詳
し
い
制
度
の
説
明
や
相
談

に
つ
い
て
は
、
次
の
窓
口
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
窓
口

�
あ
ん
し
ん
東
大
和
（
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
�　

―　

―
０

０４２

５９０

０
１
８

�
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ

　

昨
年
５
月
か
ら　

月
末
ま
で

１０

行
い
ま
し
た
男
女
共
同
参
画
川

柳
の
募
集
に
は
多
数
の
作
品
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は　

作
２６０

品
と
な
り
、　

代
か

２０

ら　

代
ま
で
幅
広
い

８０
年
代
の
方
か
ら
ご
応

募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
川
柳
選

考
委
員
会
を
設
置
し

て
慎
重
に
選
考
し
た

結
果
、
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
１
点
、

佳
作
３
点
を
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
応
募
い

た
だ
い
た
川
柳
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
啓
発
な
ど
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

男
女
共
同
参
画
川
柳
 

　
　
　
　
　
　

入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
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ご
利
用
を
 

　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

成
年
後
見
制
度

利
用
登
録
等
の 

　
　
　
　
ご
案
内 

平
成
　
年
度 

　 

病
児
・
病
後
児
保
育 

２６ 

「東大和元気ゆうゆう体操」in 市役所中庭 3月 3日（月）午後 0時 30分～ 0時 50分に市役所中庭で東大和元気ゆうゆう体操を行います（雨天時は中央公
民館ホール）。事前申込みは不要です。みんなで体を動かしましょう／問合せ　高齢介護課・内線 1179 まで

��������������������������������

市役所本庁舎に来庁した方の 
行政手続き等の手話通訳を行います。 

配置日　7日貊・14日貊・24日豺・28日貊 
配置時間　 午前9時～午後5時 
待機場所　 相談室2（市役所１階食堂向かい）　  
問合せ　 障害福祉課・内線1123 
　　　　 ファクス 042－563－5928まで。 
 

今月の手話通訳者配置日 

銀行 

市役所 

中央 
公民館 

中央 
図書館 

広沢こどもクリニック 
（中央4－853－6） 

至新青梅街道 

至東大和市駅 

東
大
和 

市
役
所
入
口 

青
梅
街
道 

法定後見制度・任意後見制度

任意後見制度
（判断能力のある人）

法定後見制度（判断能力が不十分な人）
名　称

補助保佐後見

判断能力があ
る人

日常生活で判
断能力が不十
分な人

日常生活で
判断能力が
著しく不十
分な人

日常生活で判
断能力が欠け
ているのが通
常の状態の人

対象者
（利用者本人）

任意後見人補助人保佐人成年後見人支　援
する人

財産管理・
身上監護　財産管理・身上監護仕事の

内　容
本人との契約
で定めた行為

本人の同意を得たうえで、家
庭裁判所が定めた法律行為

本人が行う全
ての法律行為代理権

なし

本人の同意を
得たうえで、家
庭裁判所が定
めた法律行為

法律上定め
られた重要
な行為

日常生活に関す
る行為（※）以外
の全ての行為（取
消権のみ）

同意権
取消権

※日用品の購入、その他日常生活に関する行為

と
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
ま
で

２７

に
こ
の
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く

す
を
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン

タ
ー
の
担
当
区
域
に
各
１
か
所

（
計
３
か
所
）
設
置
予
定
で
す
。

▽
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く
す
し

ん
ぼ
り
担
当
区
域　

清
水
、
仲

原
、
向
原
、
清
原
、
新
堀

▽
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く
す
な

ら
は
し
担
当
区
域　

多
摩
湖
、

芋
窪
、
蔵
敷
、
奈
良
橋
、
湖
畔
、

高
木
、
狭
山
、
上
北
台
１
・
２

丁
目

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

■
金
婚
祝
品
を
お
贈
り
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
の
あ

る
結
婚　

年
目
を
迎

５０

え
た
ご
夫
婦
（
昭
和　

年
４
月

３９

１
日
〜
昭
和　

年
３
月　

日
に

４０

３１

婚
姻
届
出
を
さ
れ
た
ご
夫
婦
）

に
祝
状
と
祝
品
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
申
請
で
き

な
か
っ
た
ご
夫
婦
（
昭
和　

年
３８

４
月
１
日
〜
昭
和　

年
３
月　

３９

３１

日
に
婚
姻
届
出
を
さ
れ
た
ご
夫

婦
）
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
方
は
３
月　

日
３１

豺
ま
で
に
高
齢
介
護
課
（
市
役

所
２
階
）
へ
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、

全
部
事
項
証
明
書
ま
た
は
戸
籍

謄
本
（
３
か
月
以
内
に
発
行
さ

れ
た
も
の
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。
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最
優
秀
賞　
　

森
田　

孝
之

　

父
さ
ん
と　

呼
ば
れ
て
戻
り　

ゴ
ミ
お
願
い

�����
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�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

優
秀
賞　
　
　

越
野　

大
志

　

妻
の
希
望　

昔
イ
ケ
メ
ン　

今
育
メ
ン
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����
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佳
作　
　
　
　

田
中　

実
穂
子

　

マ
マ
の
客　

自
慢
の
コ
ー
ヒ
ー　

パ
パ
入
れ
る

�����
�����
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�����
�����
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�����
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�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

佳
作　
　
　
　

檜
山　

聡

　

喧
嘩
あ
と　

先
に
あ
や
ま
り　

お
か
ず
増
え

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
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�����
�����
�����
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�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

佳
作　
　
　
　

松
原　

達
雄

　

「
お
も
て
な
し
」　

東
京
五
輪
に　
 
男  
女 
の
知
恵

ひ 

と

※
敬
称
略

8月からごみの排出方法の変更及び戸別収集の試行を実施
○収集体制の変更
不燃ごみ収集の変更等
�収集日：現在の収集日から、3週目の「紙類・布類」収集日に変更します。それに伴い、「容器包装

プラスチック」は、毎週の収集になります。
�収集品目：「不燃ごみ」の日に収集していた「スプレー缶・有害ごみ」の収集を別にします。
かん・びん・ペットボトル収集の変更等
�収集日：「かん・びん」と「ペットボトル」の収集日を別にし、それぞれ月2回の収集に変更します。 
�収集品目：月2回の「かん・びん」収集日に、「スプレー缶」・「有害ごみ」を各1回収集します。
○戸別収集（資源物は除く）の対象
　民地内に専用の集積所を持たない戸建住宅（集合住宅は変更ありません）になります。 
なお、戸建住宅であっても収集車輌が進入できない場合は、集積所での収集となります。
○戸別収集の対象品目
　有料化の対象となる「可燃ごみ・不燃ごみ・容器包装プラスチック」になります（有料
化にならない、紙おむつ・地域清掃で回収された廃棄物・枝木・落ち葉等を含みます）。
○資源物の取り扱い
　かん・びん・ペットボトル・紙類・布類については、集積所での収集となります。

3月の不燃ごみ収集日（容器包装プラスチックの収集はありません）

12日（水）：芋窪・蔵敷・上北台・立野・
仲原・向原・桜が丘

10日（月）：湖畔・奈良橋・高木・中央・
南街・狭山・清水・清原・新堀・多摩湖

�問合せ　ごみ対策課・内線1241まで。



市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 4 ・ 3 ・ 1
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

【
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標
】

　

教
育
は
、
常
に
、
普
遍
的
か

つ
個
性
的
な
文
化
の
創
造
と
豊

か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

平
和
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形

成
者
と
し
て
自
主
的
精
神
に
満

ち
た
健
全
な
人
間
の
育
成
と
、

我
が
国
の
歴
史
や
文
化
を
尊
重

し
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人

の
育
成
と
を
期
し
て
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

同
時
に
、
教
育
は
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
て
絶
え
ず
そ
の

在
り
方
を
見
直
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

情
報
技
術
革
命
、
地
球
環
境
問

題
、少
子
高
齢
化
な
ど
、時
代
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
日
本

の
未
来
を
担
う
人
間
を
育
成
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
よ

う
な
考
え
方
に
立
ち
、「
人
と

自
然
が
調
和
し
た
生
活
文
化
都

市　

東
大
和
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
以
下
の
「
教
育
目
標
」

に
基
づ
き
、
東
京
都
教
育
委
員

会
等
と
連
携
し
て
、
積
極
的
に

教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
子
供
た

ち
が
、
東
大
和
市
民
で
あ
る
こ

と
に
誇
り
を
も
ち
、
知
性
、
感

性
、
道
徳
心
や
体
力
な
ど
の
生

き
る
力
を
育
み
、
人
間
性
豊
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、

○
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
思

い
や
り
と
規
範
意
識
の
あ
る
人

間

�

　

市
内
で
青
少
年
の
団
体
の
指

導
や
お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
方

々
が
、
活
動
中
に
起
き
た
事
故

に
よ
り
賠
償
責
任
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
の

た
め
に
「
賠
償
責
任
保
険
」
に

加
入
し
、
対
象
と
な
る
団
体
の

指
導
者
の
方
の
加
入
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
①
〜
⑤
の
全
て

に
該
当
す
る
非
営
利
団
体
の
指

導
者
の
方　

①
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
青
少
年
を
構
成
員

と
す
る
団
体
②　

歳
以
下
の
青

１８

少
年
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
団
体
③
年
間
を
通
じ
て

計
画
的
・
継
続
的
に
活
動
し
て

い
る
団
体
④
対
象
青
少
年
が　
１０

人
以
上
の
団
体
⑤
常
日
頃
か
ら

活
動
に
伴
う
事
故
発
生
の
防
止

に
努
め
て
い
る
団
体

▽
保
険
期
間　

１
年
間

▽
申
込
方
法　

３
月　

日
豺
ま

３１

で
に
、
社
会
教
育
課
（
市
役
所

５
階
）
に
あ
る
申
請
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

【
自
治
会
の
活
動
】

　

自
治
会
は
、
同
じ
地
域
に
住

む
人
た
ち
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

日
常
生
活
の
共
通
す
る
課
題
や

地
域
生
活
向
上
の
た
め
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
解
決
し
て
い
く

た
め
に
活
動
し
、
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ご
近
所
で
顔
見
知

り
が
増
え
れ
ば
、
防
犯
・
防
災

等
で
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
で
も

自
治
会
は
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

【
自
治
会
に
未
加
入
の
方
へ
】

　

自
治
会
に
未
加
入
の
方
で
活

動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

転
入
等
で
自
治
会
へ
の
加
入

を
お
考
え
の
方
は
、
ま
ず
は
近

所
の
方
に
お
尋
ね
に
な
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
自

治
会
が
存
在
し
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
も
お
近
く

の
自
治
会
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

近
所
に
声
を
か
け
づ
ら
い
、

自
治
会
の
連
絡
先
が
わ
か
ら
な

い
な
ど
の
場
合
や
、
住
宅
開
発

や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
で
入
居

教育目標及び 

平成26年度の基本方針 

東大和市教育委員会 

○
社
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
間

○
自
ら
学
び
考
え
行
動
す
る
、

個
性
と
創
造
力
豊
か
な
人
間

の
育
成
に
向
け
た
教
育
を
重
視

す
る
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
及
び
社
会

教
育
を
充
実
し
、
だ
れ
も
が
生

涯
を
通
じ
て
、 主
体
的
に
学
び
、

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
図
る
。

　

そ
し
て
、
教
育
は
、
家
庭
、

学
校
及
び
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が

責
任
を
果
た
し
、
連
携
し
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、

全
て
の
市
民
が
教
育
に
参
加
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

※
教
育
目
標
・
基
本
方
針
の
全

文
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
２
ま
で
。

◎
青
少
年
団
体
指
導
者
の
方
へ
 

賠
償
責
任
保
険
の
申
請
を
 

自
治
会
加
入
の
 

　
　
　
　
 す
す
め

自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
は

　
　
　
自
分
た
ち
の
手
で

し
た
方
々
が
新
し
い
自
治
会
の

設
立
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、

お
気
軽
に
市
民
生
活
課
（
市
役

所
３
階
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

お
悩
み
の
方
は
 

　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

多
重
債
務
１１０ 番

　

貸
金
業
法
の
改
正
や
相
談
窓

口
の
整
備
な
ど
、
多
重
債
務
問

題
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
、
深
刻
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
東
京
都
と
同
時
に

特
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▽
相
談
日
時　

３
月
３
日
豺
午

前　

時
〜
午
後
４
時

１０
▽
連
絡
先　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
３
ま
で
。

【
東
京
都
の
特
別
相
談
】

▽
相
談
日
時　

３
月
３
日
豺
・

４
日
貂
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
連
絡
先　

東
京
都
消
費
生
活

総
合
セ
ン
タ
ー
�　

―
３
２
３

０３

５
―
１
１
５
５
へ
。

◎
消
費
生
活
相
談

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
電
話
に
よ
る
相
談

も
で
き
ま
す
。 
相
談
日
時
等
は
、

８
ペ
ー
ジ
の
「
今
月
の
相
談
」

コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
民

生
活
課
・
内
線
１
７
１
３
ま
で
。

子
ど
も
と
大
人
の
遊
び
体
験
塾

3
月
 16
 日
 （日）
 ／
中
央
公
民
館
ほ
か
 

　

市
で
は
、
子
ど
も
と
大
人
が

一
緒
に
な
っ
て
遊
べ
る
機
会
と

し
て
「
子
ど
も
と
大
人
の
遊
び

体
験
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
で
子
ど

も
達
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
る
人
た
ち
に
よ
る

一
日
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、
午
前　

時
か
ら
中

１０

央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
会
式
を

行
い
、
開
会
式
終
了
後
に
様
々

な
「
遊
び
体
験
」
が
で
き
る
催

し
物
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月　

日
豸
午
前　

１６

１０

時
〜
午
後
２
時　

分
３０

▽
場
所
・
時
間
・
会

場　

左
表
の
と
お
り

▽
問
合
せ　

青
少
年

課
・
内
線
１
７
４
２

ま
で
。

平成 26年度教育委員会の基本方針

　東大和市教育委員会は、「教育目標」を達成するために、「基本方針」
及び「東大和市学校教育振興基本計画」に基づき、多摩湖と狭山丘陵の
美しい自然に恵まれた東大和市の特性を生かして、総合的に教育施策を
推進する。
　また、 主要な施策や事務事業の取組状況について点検及び評価を行
い、課題や取組の方向性を明らかにして効果的な教育行政の一層の推進
を図るとともに、その公表により市民への説明責任を果たし、市民に信
頼される教育行政を推進する。
基本方針1　「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成　
　全ての市民が、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、思いやり
の心や社会生活の基本的ルールを身に付け、社会に貢献しようとする精
神を育むことが求められる。
　そのために、人権教育及び心の教育を充実するとともに、相互に支え
合う社会づくりを目指して、権利と義務、自由と責任についての認識を
深め、規範意識・公共心に富む、自立した個人を育てる教育を行う。 
基本方針2　「豊かな個性」と「創造力」の伸長
　グローバル化と情報技術が進展する社会にあって、国際社会に生き、
社会の変化に対応できるよう、確かな学力を育み、子供たちの個性と創
造力を伸ばす教育を推進することが求められる。
　そのために、子供たち一人一人の生きる力としての知識・技能の習得
と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視するとともに、道
徳性、社会性を育成し、主体的に学習に取り組む態度を養う。
基本方針3　「総合的な教育力」と「文化・スポーツ」の充実
　少子高齢化や核家族化が進む中で、子供たちの健やかな成長を社会全
体で支えるとともに、市民一人一人が生涯にわたって、自由に学び、社
会に貢献できるようにすることが求められる。 
　そのために、家庭・学校・地域の教育力を高め、さらに、推進できる
よう支援するとともに、人々が生涯を通じて、自ら学び、文化・スポー
ツに親しみ、社会参加できる機会の充実を図る。
基本方針4　「市民の教育参加」と「学校経営の改革」の推進
　教育行政には学校・家庭・地域の協働と全ての市民の教育参加を進め、
市民感覚と経営感覚をより重視して、教育改革を力強く展開することが
求められる。
　そのために、東京都教育委員会等との緊密な連携・協力のもとに、東
大和市の特性を踏まえた教育行政を進めるとともに、市民に信頼される
魅力ある学校づくりを目指した効率的で透明性の高い開かれた学校経営
への改革を推進する。

中央公民館会場時　間内容（参加団体・個人）
ホールステージ午前 10時15分 ～10時30分ヒップホップダンス（きよはら児童館ダンスクラブ　HipHop Kids K）
  3 階和室2午前 10時15分～正午自分でお茶をたてましょう（親子茶道教室）

  2 階廊下午前 10時15分～午後 2 時
駄菓子屋〔10円から〕、お楽しみ景品交換所（子どもゆう研究所）
さをり織物体験（のんき工房）　からくり人形で遊ぼう（栗田名人）
おいしい焼きそば100円、おいしいすいとん50円（布あそび ぱれっと、
みんなのソプラノ）

玄関前広場

午前 10時15分～
                  午後 2 時30分

車いす、ストレッチャー体験（フォーチュンブリッジ）
201会議室お手玉で遊びましょう（岸名人）
202会議室パネル展示、思いやりを写そう（写真愛好会）
203会議室森のアクセサリー作り（七森プレーパーク、雑木林を楽しむ会）
204会議室ペットボトル花器、いけ花（いけばなグループ、マトリカリア）
301会議室マンカラゲーム（東大和市レクリエーション研究会）
中庭テント紙ヒコーキを飛ばそう（澤田名人）

ホール午前 10時30分～午後 2 時
ニュースポーツ体験広場
（東大和ペタンク愛好会、東京ラインクッブ協会、東大和市レクリエー
ション研究会、日本スポーツ吹き矢協会芋窪支部、ボッチャで遊ぼう）

視聴覚室午前 11時～午後 2 時30分お宝さがしする人全員集合（東大和子ども劇場）
  3 階和室1午後  1 時～  2 時30分お茶を親子でいただきましょう（子ども茶道教室）
ホールステージ午後  2 時～  2 時30分①手品発表、②南京玉すだれ（平成の大道芸愛好会）

ホールステージ随時歌の紙芝居（みんなのソプラノ）
大型絵本の読み聞かせ（東大和市レクリエーション研究会）
※材料等が無くなり次第終了する場合があります。また、体験コーナーの制作には材料費の実費をいただく場合があります。
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■
み
の
り
祭

　

今
年
は
、
第　

回
を
記
念
し

３０

て
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

み

の
り
祭
」
を
テ
ー
マ
に
、
サ
ッ

ク
ス
の
演
奏
な
ど
も
楽
し
め
ま

す
。
歌
や
踊
り
の
ほ
か
、書
道
・

陶
芸
等
の
作
品
展
示
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
模
擬
店
、
自
主
製

品
の
販
売
等
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
８
日
貍
午
後
１

時
〜
４
時

▽
場
所　

み
の
り
福
祉
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

み
の
り
福
祉
園
�

　

―　

―
１
３
８
１
、
フ
ァ
ク

０４２

５６４

ス　

―　

―
１
３
８
２
ま
で
。

０４２

５６４

■
春
の
火
災
予
防
運
動
〜
北
多

摩
西
部
消
防
署

　

３
月
１
日
貍
〜
７
日
貊
の
間
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産

を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
火
災
予
防

対
策
を
進
め
ま
す
。

○
高
め
よ
う
！
地
域
の
防
災
力

　

地
域
の
共
助
体
制
の
確
立
と

地
域
の
防
災
行
動
力
向
上
の
た

め
、
消
火
資
器
材
等
を
活
用
し

た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・

移
動
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
原
因
か
ら
み
る
注
意
点

　

平
成　

年
の
管
内
に
お
け
る

２５

火
災
原
因
第
１
位
は
放
火
、
放

火
の
疑
い
で　

件
中　

件
と
全

８７

４５

体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
域
で
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

第
２
位
は
電
気
火
災
で　

件
で

１６

す
。
電
気
機
器
周
辺
の
こ
ま
め

な
清
掃
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
地
震
へ
の
備
え
〜
３
・　

ま
１１

ち
の
絆

　

ま
も
な
く
東
日
本
大
震
災
か

ら
３
年
と
な
り
ま
す
。
家
や
ま

ち
の
震
災
対
策
に
つ
い
て
、
い

ま
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

３
月
８
日
貍
①
午
前

９
時　

分
〜
正
午
②
午
前
９
時

３０

　

分
〜
午
後
２
時

３０▽
場
所　

北
多
摩
西
部
消
防
署

▽
内
容　

①
第
３
回
北
多
摩
西

部
防
災
コ
ン
ク
ー
ル 

管
内
の

自
治
会
・
自
主
防
災
会
か
ら　
２３

チ
ー
ム
の
方
々
が
参
加
し
、
救

助
法
や
階
段
搬
送
法
な
ど
の
４

種
目
を
審
査
し
ま
す
②
消
防
防

災
体
験
広
場 

は
し
ご
車
搭
乗

体
験
、
煙
体
験
な
ど

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

■
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

展▽
日
時　

３
月　

日
豺
〜　

日

１０

１４

貊
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※　

日
豺
は
午
後
１
時
か
ら
、

１０

　

日
貊
は
正
午
ま
で
。

１４▽
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

▽
入
選
者
（
敬
称
略
）

�
十
小 

榎
本
寅
之
介
、
小
野

ひ
な
子
、
古
闍
麻
美
、
坂
田
あ

か
り
、
佐
々
木
ま
り
ん
、
塩
川

よ
し
の
、
鈴
木
あ
か
り
、
田
中

夏
蓮
、
鑓
水
朱
莉
、
和
田
康
希

�
五
中 

小
内
彩
歌
、
木
下
将

真
、
嶋
田
菜
穂
、
三
澤
亜
子
、

浅
見
謙
太
、
佐
々
木
優
弥
、
瀬

川
葵
、
金
子
泉

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
内
線
１
５
９
２
ま
で
。

■
体
力
測
定
し
ま
し
ょ
う
！

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

で
は
、
今
年
度
か
ら
体
力
測
定

を
行
い
ま
す
。

▽
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在

学
で　

歳
以
上
の
方

１８

▽
期
日　

３
月　

日
豸

１６

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜　

時　

分
、
午
後
０
時　

分

１１

３０

３０

〜
２
時　

分
（
随
時
受
付
）

３０

▽
場
所　

市
民
体
育
館

▽
予
定
種
目

�　

歳
〜　

歳
の
方 

握
力
、

１８

６４

上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、　

メ
ー
ト
ル
シ

２０

ャ
ト
ル
ラ
ン
、
立
ち
幅
跳
び

�　

歳
以
上
の
方 

握
力
、
上

６５
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
開

眼
片
足
立
ち
、　

メ
ー
ト
ル
障

１０

害
物
歩
行
、
６
分
間
歩
行

▽
持
ち
物　

体
育
館
用
の
運
動

靴
ま
た
は
上
履
き
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル　

ほ
か

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

■
郷
土
博
物
館
か
ら

◎
自
然
観
察
会
「
野
草
教
室
」

（
事
前
申
込
制
）

　

カ
タ
ク
リ
や
ス
ミ
レ
な
ど
、

植
物
観
察
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

３
月　

日
豸

２３

▽
集
合　

午
前
９
時　

分
・
郷

３０

土
博
物
館
会
議
室

▽
観
察
地　

市
立
狭
山
緑
地

▽
講
師　

遠
藤
純
夫
氏
（
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｕ
―
Ｍ
Ａ
理

事
）、
岸
和
男
氏
（
植
物
画
家
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

◎
た
の
し
い
草
木
染
め

　

身
近
な
植
物
で
、
ハ
ン
カ
チ

を
染
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

３
月　

日
貊

２８

▽
集
合　

午
後
１
時　

分
・
中

３０

央
公
民
館

※
午
後
４
時
前
に
終
了
し
ま
す
。

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

▽
費
用　
　

円
（
材
料
費
）

３００

▽
持
ち
物　

ビ
ニ
ー
ル
袋
（
作

品
持
ち
帰
り
用
）

◎
野
鳥
調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

　

空
堀
川
の
野
鳥
を
調
べ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

２
〜
３
年
を
か
け
て
、
源
流
部

か
ら
河
口
（
隅
田
川
）
ま
で
の

７
か
所
で
調
査
す
る
予
定
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

説
明
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

双
眼
鏡
が
使
え
て
、

野
鳥
の
識
別
が
で
き
る
方

▽
説
明
会
の
日
時　

３
月　

日
２９

貍
午
前　

時
か
ら

１０

▽
説
明
会
会
場　

郷
土
博
物
館

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

�

雪が積もったまま凍結すると危険です！　自宅や店舗前の雪かきにご協力ください

う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜
祭
 

　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

東
大
和
市
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
 

う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜
祭
 

　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

うまべぇ 

　

４
月　

日
貍
・　

日
豸
に

２６

２７

開
催
予
定
の
東
大
和
市
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
�
う
ま
か
ん

べ
ぇ
〜
祭
�
の
当
日
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
第

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
第

１
・
２
回
の
グ
ラ
ン
プ
リ
メ

ニ
ュ
ー
も
特
別
出
展
し
、
歴

代
の
入
賞
作
品
も
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
を

中
心
と
し
た
ス
テ
ー
ジ
発
表

も
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
、

主
催
団
体
と
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
市
民
の
方
と
の
協
働

に
よ
り
、
会
場
全
体
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。「
お
も

て
な
し
」
の
意
味
を
持
つ
言

葉
�
う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜
�
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト

に
し
ま
し
ょ
う
。詳
細
は
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
の
で
、 
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成

　

年
度
実
施
予
定
事
業
で
す
。

２６▽
会
場　

都
立
東
大
和
南
公

園▽
問
合
せ　

グ
ル
メ
コ
ン
テ

ス
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
内
）・
内
線
１

０
７
４
ま
で
。

　

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る

参
加
体
験
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ　

多
摩
２
０
１
４
」

in

と
、
多
摩
の
魅
力
を
発
信

す
る
「
た
ま
発
！　
 
Ｓ 
ｐ
ｒ

in

ｉ 
ｎ ｇ
」
が
国
営
昭
和
記
念
公

園
で
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ

ー
ナ
ー
、多
摩
飲
食
ブ
ー
ス
、

多
摩
地
域
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
出
演
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ

等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月　

日
貍
午
前

１５

９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

▽
会
場　

国
営
昭
和
記
念
公

園
み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン

▽
参
加
費　

無
料

▽
主
催　

東
京
都
、（
一
社
）

東
京
都
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
、（
公
財
）
東
京
都
ス
ポ

ー
ツ
文
化
事
業
団

▽
問
合
せ　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ　

多
摩
２
０
１

in

４
事
務
局
�　

―
５
７
７
１

０３

―
２
３
６
８
（
平
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時
）、 た
ま
発
！

事
務
局
�　

―
３
４
５
７
―

０３

３
０
０
６
（
平
日
午
前　

時
１０

〜
午
後
６
時
）
へ
。

ニュースポーツ 
　EXPO　　 
　　in 多摩 2014 
　　　　& 
たま発！in Spring

　

歩
道
を
含
む
道
路
及
び
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
街
路
樹
、
電
柱
等

の
公
共
物
に
、
は
り
紙
、
は
り

札
、
広
告
旗
、
立
て
看
板
等
を

取
り
付
け
る
行
為
や
、
道
路
上

に
お
け
る
陳
列
・
販
売
行
為
は
、

原
則
と
し
て
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

道
路
を
正
し
く
使
用
し
、
安

全
で
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
２
、
ま
た
は
東
大
和
警
察

署
�　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

■
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推

進
標
語
を
募
集
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
正
し
い
利
用

や
道
路
愛
護
活
動
の
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し

て
、
推
進
標
語
を
広
く
一
般
か

ら
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.m
lit.

go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

３
月　

日
豺

３１

（
当
日
必
着
）

▽
問
合
せ　

国
土
交
通
省
道
路

局
道
路
交
通
管
理
課
�　

―
５

０３

２
５
３
―
８
１
１
１
へ
。

違
法
看
板
 NO
 !

道
路
環
境
の
 

整
備
に
ご
協
力
を

◎
農
地
を
転
用
し
た
土
地
に
対

す
る
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
　

市
で
は
、
昭
和　

年
２
月
に

５１

公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
て

以
来
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
制
度
に
よ
り
建
設
費
の
一

部
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
受
益

者
負
担
金
は
、
賦
課
区
域
内
の

全
て
の
土
地
に
賦
課
さ
れ
ま
す

が
、
徴
収
が
猶
予
さ
れ
て
い
る

土
地
は
主
に
農
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
農
地
を
転
用
し
て
宅
地

等
に
し
た
場
合
に
は
、
受
益
者

負
担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、土

地
区
画
整
理
事
業
施
行
地
区
内

の
農
地
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象　

徴
収
猶
予
を
受
け
て

い
た
農
地
で
、
宅
地
等
に
転
用

し
た
土
地

▽
負
担
金
額　

賦
課
対
象
面
積

に
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り　
３００

円
を
乗
じ
て
得
た
額

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。３
月
は
、

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

第
４
期
分
納
付
月
で
す
。
納
期

限
は
３
月　

日
豺
で
す
の
で
納

３１

入
通
知
書
に
記
載
し
て
い
る
金

融
機
関
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る

区
域
が
広
が
り
ま
す

　

４
月
１
日
貂
か
ら
、
新
た
に

公
共
下
水
道
（
汚
水
）
の
使
用

が
可
能
と
な
る
蔵
敷
２
丁
目
、

芋
窪
６
丁
目
及
び
上
北
台
３
丁

目
の
各
一
部
の
区
域
に
つ
い
て

の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

▽
期
間　

３
月
３
日
豺
〜　

日
２０

貅
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▽
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時

▽
場
所　

下
水
道
課
（
市
役
所

２
階
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
下
水

道
課
・
内
線
１
２
３
１
ま
で
。

下
　
水
　
道 

催
　
し
　
物 

  4 月 26日（土）  

同時開催内　　容時　間

�友好都市福島県
　喜多方市物産展
�協賛ブース販売

開会式午前 9 時 40分～ 10時

グルメ販売開始（コイン投票開始）午前 10時

�ステージイベント（ダンス、音楽演奏ほか）
�出展メニュー紹介
�よしもと芸人によるステージ講演

午前 10 時 20分～
　　   午後 2 時 40分

グルメ販売終了（コイン投票終了）午後 3時

  4 月 27日（日）  

同時開催内　　容時　間

�友好都市福島県
　喜多方市物産展
�協賛ブース販売
�キッズ＆ジュニ
ア走り方教室

�大人のランニン
グ教室

（仮）うまかんべぇ～ウォーキング
スタート受付開始（スタート場所は未定）午前 9  時 30分

グルメ販売開始（コイン投票開始）午前 10時

�ステージイベント（ダンス、音楽演奏ほか）
�出展メニュー紹介
�よしもと芸人によるステージ講演

午前 10時 20分～
　　   午後 2 時 40分

グルメ販売終了（コイン投票終了）
ウォーキングゴール受付終了午後 3 時

閉会式
表彰式（コイン投票数で入賞決定）

午後 3 時 20分～
　　　　     3 時 40分

��������������������������������������������������������������������������
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予
防
接
種
の
ご
案
内
は
、
対

象
と
な
る
前
月
末
に
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
対
象
の
月
齢
及
び

年
齢
（
誕
生
日
）
を
迎
え
て
か

ら
接
種
開
始
と
な
る
た
め
、
す

ぐ
に
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
）
２
期

　

接
種
期
限
は
平
成　

年
３
月

２６

　

日
で
す
。
接
種
を
済
ま
せ
て

３１い
な
い
方
は
、
早
め
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

■
３
月
１
日
貍
〜
７
日
貊
は
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す　
　

　

母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種

記
録
を
確
認
し
、
受
け
て
い
な

い
予
防
接
種
は
早
め
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種
に
関

す
る
相
談
・
問
合
せ
は
、 
お
気
軽

に
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転
入

等
で
予
診
票
が
届
い
て
い
な
い

方
、
紛
失
し
て
し
ま
っ 
た
方
は
、

母
子
健
康
手
帳
を
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
結
核
住
民
検
診

　

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

６５

／
３
月　

日
貂
午
前
９
時
〜　

１１

１０

時　

分
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

３０
／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
／
今
年
度
、
最
後
の
検

診
日
と
な
り
ま
す
。
受
診
で
き

る
回
数
は
、
１
年
度
に
１
回
と

な
り
ま
す
。
平
成　

年
５
月
以

２５

降
に
受
診
し
た
方
は
、
平
成　
２６

年
４
月
以
降
の
検
診
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

左
表
の
と
お
り
／
市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／
対
象
者
に
は
、
個

別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

０
歳
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
／

３
月
６
日
貅
午
前
９
時　

分
〜

３０

　

時
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

１１母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
幼
児
の
む
し
歯
予
防
教
室

　

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
／
３
月　

日
豺

１７

午
前　

時
〜　

時　

分
／
市
立

１０

１１

３０

保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２４

順
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

５
月
下
旬
の
教
室
で
す
。
日
程

は
５
月
発
行
の
市
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
） ／
歯
と
食
生
活
・
上

手
な
歯
の
磨
き
方
の
話
、
生
活

リ
ズ
ム
／
栄
養
士
、
歯
科
衛
生

士
、
保
健
師
／
母
子
健
康
手
帳

■
育
児
相
談
会
〜
イ
ル
カ
グ
ル

ー
プ

　

同
年
代
の
お
母
さ
ん
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
　

歳
以
上
で
第
１
子
を

３５

出
産
し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お

子
さ
ん（
未
就
園
児
）／
３
月　
１４

日
貊
午
前
９
時　

分
〜　

時
／

３０

１１

事
前
予
約
制
（
以
前
に
参
加
し

た
方
は
予
約
不
要
）
／
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳

■
親
子
料
理
教
室
「
ワ
ン
プ
レ

ー
ト
朝
ご
は
ん
」

　

簡
単
で
栄
養
が
と
れ
る
朝
食

を
親
子
で
作
り
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

／
３
月　

日
貉
午
前
９
時　

分

２６

３０

〜
正
午
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／　

組
（　

人
。
申
込
順
。
３

１６

３２

月
３
日
豺
か
ら
電
子
申
請
で
も

受
け
付
け
ま
す
）／
食
育
の
話
、

調
理
実
習
、試
食
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具

■
女
性
の
い
き
い
き
健
康
教
室

「
骨
盤
底
筋
を
鍛
え
よ
う
」

　

筋
肉
は
妊
娠
や
加
齢
に
よ
っ

て
緩
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
早

め
に
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
在
住
の
女
性
／
３

月　

日
豺
午
後
１
時　

分
〜
４

１７

３０

時
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　
２０

人（
申
込
順
）／
保
健
師
の
話
と

体
操
実
技
／
筆
記
用
具
、
健
康

手
帳（
お
持
ち
の
方
）、タ
オ
ル
、

水
分
補
給
用
飲
料
水
／
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
健
康
相
談

　

３
月
７
日
貊
午
前　

時
〜　

１０

１１

時　

分
／
向
原
市
民
セ
ン
タ
ー

３０
／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
休
日
・
夜
間
の
診
療
案
内
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

休
日
や
夜
間
の
急
な
病
気
の

時
に
、
診
療
を
行
っ
て
い
る
医

療
機
関
を
次
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
ご
案
内
し
ま
す
。

�
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー
�
＃
７
１
１
９
ま
た
は　
０４２

―　

―
２
３
２
３

５２１
�
東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー

ビ
ス
ひ
ま
わ
り
�　

―
５
２
７

０３

２
―
０
３
０
３
、
フ
ァ
ク
ス　
０３

―
５
２
８
５
―
８
０
８
０
（
聴

覚
障
害
者
専
用
）

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
市
へ
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
絵
本（
自
由
研
究
教
材
）　

冊
２０

　

東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
立

川
支
部

　

市
内
小
学
校
に
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
社
会
教
育
委
員
会
議

　

３
月　

日
貂
午
前　

時
か
ら

１８

１０

／
市
役
所
会
議
棟
第
５
会
議
室

／
傍
聴
者
の
定
員　

５
人
（
当

日
先
着
順
）
／
社
会
教
育
課
・

内
線
１
５
５
４
ま
で
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

　

３
月　

日
貅
午
後
２
時
か
ら

２０

／
中
央
公
民
館
／
傍
聴
者
の
定

員　

５
人
（
申
込
順
）
／
保
育

の
対
象
は
満
１
歳
以
上
の
未
就

学
児
。
３
月　

日
貅
ま
で
に
お

１３

申
し
込
み
く
だ
さ
い
／
子
育
て

支
援
課
・
内
線
１
７
６
８
ま
で
。

■
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
〜
今
月

の
テ
ー
マ
は「
東
日
本
大
震
災
」

で
す

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
３
階
）
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成　

年
３
月　

日

２３

１１

に
発
生
し
た
地
震
は
、

多
く
の
人
的
・
物
的

被
害
を
も
た
ら
し
、

東
大
和
市
も
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
帰
宅

困
難
者
や
計
画
停
電
、

被
災
地
か
ら
の
被
災

者
の
受
け
入
れ
等
も

あ
り
、
地
震
発
生
に

伴
い
、
様
々
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
当

時
の
東
大
和
市
の
様

□
心
身
・
精
神
障
害
者
共
同
作

業
所
作
品
展
（
共
同
作
業
所
連

絡
会
）
／
３
月
３
日
〜
７
日
午

前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

（
３
日
は　

時
か
ら
。
７
日
は

１０

４
時
ま
で
）
／
市
役
所
１
階
市

民
ロ
ビ
ー
／
革
工
芸
品
、
手
工

芸
品
、
陶
芸
品
、
菓
子
等
の
展

示
・
販
売
／
■問
 

か
た
つ
む
り
の

会
作
業
所　

―　

―
１
０
２
８

０４２

５６７

□
介
護
者
の
つ
ど
い
（
介
護
者

の
つ
ど
い
東
大
和
）
／
現
在
介

護
し
て
い
る
方
、介
護
経
験
者
、

介
護
従
事
者
な
ど
／
①
３
月
５

日
②
３
月　

日
／
午
後
１
時　

２０

３０

分
〜
３
時　

分
／
①
や
ま
と
苑

３０

カ
フ
ェ
②
仲
原
集
会
所
／
介
護

の
悩
み
や
情
報
交
換
な
ど
／
■費
 

　

円
（
資
料
代
）
／
■問
 

田
村　

１００

０９０

―
５
３
０
８
―
６
６
３
８

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）／
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
方
、
介
護
経
験

者
等
／
３
月
７
日
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
／
中
央
公
民
館

３０

／
公
開
講
座
「
認
知
症
っ
て
な

あ
に
？
介
護
保
険
の
使
い
方
」

／
■講
 

高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン

タ
ー
い
も
く
ぼ
職
員
／
■費
 
　

円
１００

（
お
茶
代
等
）
／
■申
 

３
月
３
日

ま
で
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど

う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８
へ
。

０４２

５６５

□
地
域
交
流
会「
う
ど
ん
祭
り
」

（
第
一
み
ん
な
の
家
）
／
３
月

８
日
午
前　

時　

分
〜
午
後
２

１０

３０

時
／
第
一
み
ん
な
の
家
／
手
打

ち
う
ど
ん
、
作
品
販
売
、
ミ
ニ

バ
ザ
ー
／
■問
 

第
一
み
ん
な
の
家

　

―　

―
１
９
０
０

０４２

５６４

□
中
国
語
講
習
会
入
会
説
明
会

（
多
摩
中
国
語
講
習
会
）
／
３

月
８
日
午
後
２
時
〜
４
時
／
会

場
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

／
月
〜
土
曜
日
に
開
講
／
■費
 

６

か
月
三
万
五
千
円
／
■問
 

中
村　
０４２

―　

―
０
７
０
２

５６４
□
元
気
高
齢
者
の
ま
め
ま
め
倶

楽
部（
ま
め
の
会
）／
高
齢
者
／

３
月
９
日
午
前　

時
〜
午
後
０

１０

時　

分
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

３０
ど
う
ま
め
／　

人（
申
込
順
）／

１５

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
と
オ
カ
リ
ナ

／
■費
 
　

円（
食
事
代
含
む
）／
■申
 

７００

３
月
６
日
ま
で
に
、
同
デ
イ
サ

ー
ビ
ス　

―　

―
９
７
７
８
へ
。

０４２

５６５

□
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

（
お
は
な
し
の
箱
）
／
３
月　
１０

日
午
前　

時　

分
〜
正
午
／
中

１０

３０

央
図
書
館
／
■費
 
　

円（
資
料
代
）

３００

／
■問
 

中
島　

―　

―
０
１
２
１

０４２

５６４

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

　

平
成　

年
秋
に
第　

回
国
民

２５

６８

体
育
大
会
（
東
京
国
体
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
尾
崎
市
長
を
会
長

に
、
関
係
機
関
・
団
体
か
ら
な

る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
会
と
ス
ポ
ー

ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
競
技
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

東
京
国
体
が
無
事
に
閉
幕
し
、

そ
の
後
、
報
告
書
の
作
成
や
記

念
碑
の
建
立
が
終
了
し
た
の
で
、

２
月　

日
に
第
４
回
総
会
を
開

２０

催
し
、
２
月　

日
に
実
行
委
員

２８

会
を
解
散
し
ま
し
た
。

　

東
京
国
体
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
国
体
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゆ
り
ー

と
」
は
、
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
大
使
と
し
て
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
す
る
予
定

で
す
。

▽
問
合
せ　

国
体
推
進
担
当
・

内
線
１
５
６
１
ま
で
。

休日急患診療所 
日曜日と祝日の急患診療を行います。 

科目　内科・小児科  受付　午前10時～11時45分 
場所　休日急患診療所 時間　午後1 時～ 3時45分 

（立野1-1034-2） 電話　042-564-8181

※保険証を持参。なお、○障受給者証、○乳医療証、○子医療証等 
　をお持ちの方は、一緒にご持参ください。駐車場は、子ども 
　家庭支援センター等駐車場をご利用ください。 

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３ 

東
大
和
市
実
行
委
員
会
を
解
散
し
ま
し
た 

麻しん（はしか）にご注意ください 国内の一部において、麻しんの感染報告数が昨年に比べて増加しています。うがい・予
防接種などで感染を予防しましょう／問合せ　市立保健センター�042-565-5211まで

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

子
に
つ
い
て
資
料
で
紹
介
し
ま

す
／
文
書
課
・
内
線
１
３
２
１

ま
で
。

■
多
摩
湖
駅
伝
大
会
開
催
に
伴

い
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す

　

多
摩
湖
駅
伝
大
会
に
伴
い
、

多
摩
湖
自
転
車
道
の
一
部
区
間

で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
規
制
の
対
象　

多
摩
湖
自

転
車
道
を
通
行
す
る
歩
行
者
、

自
転
車
等
／
３
月　

日
（
祝
日
）

２１

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
／
交
通

規
制
区
間　

多
摩
湖
自
転
車
道

の
２
区
間
（
左
図
の
と
お
り
）

／
社
会
教
育
課
・
内
線
１
５
５

３
ま
で
。

開始時間受付時間健   診  日対象者（生年月日）健　診　名

午後 1 時
午後 0 時45分 
    ～ 1 時15分

3 月14日（金）平成 25年 11月   9 日～ 30日3～4か月児
健 康 診 査

3 月 4 日（火）平成 24年 8  月 1 日      ～20 日1歳6か月児
健 康 診 査 3 月18日（火）平成 24年 8  月21日      ～ 9 月 8  日

3 月28日（金）平 成 23年  1 月22日      ～ 2 月16日3 歳 児
健 康 診 査

3 月11日（火）平 成20年 12月 3 日 　   ～ 15日5 歳 児
健 康 診 査 3 月25日（火）平 成 20年 12月16日 　   ～31 日

道 

多摩湖
通り 

多摩湖通り 

村山貯水池 
　駐在所 

武蔵 
大和駅 

西武 
遊園地駅 

多　摩　湖  多摩湖 

交通規制区間（多摩湖自転車道） 

西
武
多
摩
湖
線 

多摩湖駅伝大会開催に伴う交通規制案内図 

多摩湖自転車道 

多 摩 湖 自 転 車 

都立 
狭山公園 
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遠
慮
く
だ
さ
い
／
東
大
和
警
察

署
�　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
ふ
く
し
法
律
相
談

　

高
齢
者
や
障
害
者
等
で
判
断

能
力
の
不
十
分
な
方
の
権
利
擁

護
相
談
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の

苦
情
、
生
活
上
で
法
律
的
な
解

決
が
必
要
な
事
柄
等
、
専
門
的

判
断
を
必
要
と
す
る
相
談
に
弁

護
士
が
無
料
で
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　

３
月　

日
貅
午
後
１
時

２７

　

分
〜
４
時　

分
（
１
件　

分
）

３０

１５

４５

／
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前

に
相
談
の
概
況
を
伺
い
ま
す
／

申
込
み　

あ
ん
し
ん
東
大
和
�

　

―　

―
０
０
１
８
へ
。

０４２

５９０

◎
食
事
サ
ー
ビ
ス
で
あ
ん
し
ん

の
生
活
を

　

市
内
の
高
齢
者
と
障
害
者
を

対
象
に
、
昼
食
の
お
弁
当
を
届

け
て
い
ま
す
。

対
象　

買
い
物
・
炊
事
が
困
難

で
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
①

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
の
み

６５

の
世
帯
②
２
級
以
上
の
身
体
障

害
者
手
帳
、
２
度
以
上
の
愛
の

手
帳
、
ま
た
は
２
級
以
上
の
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
の
み
の
世
帯
③
前
項
①
②
に

該
当
す
る
方
の
み
で
構
成
す
る

世
帯
④
家
族
と
同
居
し
て
い
て

も
、
日
中
①
②
③
に
準
ず
る
世

帯
／
利
用
者
の
希
望
日
（
日
曜

日
、
祝
日
を
含
む
）
に
自
宅
ま

で
昼
食
を
配
送
し
ま
す
／
１
食

　

円
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

５６０る
方
、
そ
れ
に
準
ず
る
方
は　
３６０

円
。
４
月
１
日
貂
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ　

円
、　

円
に
料
金
が
変

５７０

３７０

更
と
な
り
ま
す
）
／
社
会
福
祉

協
議
会
�　

―　

―
０
０
１
２

０４２

５６４

へ
。

□
春
季
軟
式
野
球
大
会
（
軟
式

野
球
連
盟
）／
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
／
４

月
６
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
／
上

仲
原
公
園
野
球
場
等
／
登
録
受

付　

３
月　

日
・　

日
午
後
６

１３

１４

時　

分
〜
８
時 

中
央
公
民
館

３０
／
登
録
に
必
要
な
も
の　

登
録

者
名
簿
、
新
チ
ー
ム
・
追
加
登

録
選
手
は
市
内
在
住
・
在
勤
を

証
明
す
る
書
類
／
■費
 

参
加
費
一

万
二
千
円
、
登
録
費
二
千
円
／

代
表
者
会
議　

３
月　

日
午
後

２０

６
時　

分
か
ら 

中
央
公
民
館

３０

（
代
表
者
会
議
で
の
登
録
不
可
）

／
■問
 

小
山　

―　

―
０
０
５
０

０４２

５６３

□
野
外
劇
団
楽
市
楽
座
「
宝
の

島
」（
野
外
劇
団
楽
市
楽
座
）
／

３
月　

日
〜　

日
午
後
２
時
〜

２１

２３

３
時　

分
／
立
野
西
公
園
（
雨

３０

天
時
屋
根
有
り
）
／　

人
／
唄

５０

っ
た
り
踊
っ
た
り
の
音
楽
劇
。

一
家
３
人
の
劇
団
／
■問
 

井
上　
０９０

―
５
４
９
９
―
３
９
９
５

□
第
２
回
交
流
会
（
合
唱
連
盟
）

／
市
民
の
方
／
３
月　

日
午
後

２３

１
時　

分
〜
３
時　

分
／
ハ
ミ

３０

３０

ン
グ
ホ
ー
ル
／
希
望
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
／
ヴ
ォ
イ
ス
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
／
■講
 

柴
山
晴
美
／

■費
 
　

円
（
参
加
費
）
／
■申
 

３
月

５００

　

日
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
脇

１０田
正
子
（
〒　
　

東
大
和
市
中

２０７-
００１５

央
２
―
１
１
２
８
―　

）
ま
で

２４

／
■問
 

脇
田　

―　

―
１
６
２
９

０４２

５６４

□
東
大
和
母
親
の
つ
ど
い
（
母

親
連
絡
会
）
／
市
民
／
３
月　
２３

日
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

／
中
央
公
民
館
／　

人
／
都
政

４０

を
語
ろ
う
／
■講
 

尾
崎
あ
や
子
／

■問
 

三
浦　

―　

―
８
２
５
３

０４２

５６１

□
読
書
会
（
東
大
和
子
ど
も
の

本
を
読
む
会
）
／
３
月　

日
午

２９

前　

時　

分
〜
正
午
／
中
央
図

１０

１５

書
館
／
「
家
を
出
る
日
の
た
め

に
」 

辰
巳
渚 
作
／
■費
 
　

円
１００

（
資
料
代
）
／
■問
 

小
原　

―　
０４２

５６１

―
９
０
５
４

□
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
テ
ニ

ス
大
会（
テ
ニ
ス
連
盟
）／
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生
以

上
の
方
／
４
月　

日
（
予
備
日

１３

４
月　

日
）
午
前
８
時　

分
〜

２９

２０

午
後
６
時
／
上
仲
原
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
／
Ａ
は
中
・
上
級
者
、

Ｂ
は
初
心
者
・
初
中
級
者
、壮

年（
平
成　

年　

月　

日
現
在　

２６

１２

３１

５０

歳
以
上
）、５
年
以
内
の
優
勝
者

は
対
象
外
／
■費
 

１
ペ
ア
三
千
円

（
中
学
生
・
高
校
生
ペ
ア
千
円
、

１
人
が
中
学
生
・
高
校
生
の
ペ

ア
二
千
円
）
／
■申
 

３
月　

日
ま

２８

で
に
市
民
体
育
館
の
台
帳
に
記

入
／
■問
 

同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://hytennis.org/

）へ
。

□
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
夢
あ
ざ
み
）
／
毎
月
第
４
日

曜
日
午
後
１
時　

分
〜
４
時
／

３０

■費
 
　

円
／
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー

２００
／
■問
 

田
中　

―
３
５
１
６
―
１

０９０

１
６
９

□
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集
（
ポ

ス
チ
ャ
ー
）
／
毎
週
月
曜
日
午

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
／
清

３０

３０

原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
■入
 

千
円
／

■月
 

三
千
円
／
プ
ロ
講
師
に
よ
る

初
心
者
か
ら
の
指
導
／
■問
 

東
川

　

―　

―
５
１
５
０

０４２

５６２

□
有
酸
素
運
動
会
員
募
集
（
ブ

リ
ー
ズ
）／
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
／
毎
週
金
曜
日
午
後
２

時　

分
〜
４
時
／
市
民
体
育
館

３０
／
■入
 

千
五
百
円
／
■月
 

四
千
円
／

■問
 

五
十
嵐　

―　

―
８
７
２
６

０４２

５６５

（
午
後
７
時
〜
９
時
）

�

■
図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
図

書
・
雑
誌
を
お
譲
り
し
ま
す

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
／
３
月　

日
貉
〜　

日
豺

１２

２４

（
開
館
日
の
午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時
）
／
中
央
図
書
館
２
階
ロ

ビ
ー
・
会
議
室
／
中
央
図
書
館

�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

■
交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ

と
共
済
」
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

　

東
京
都
の
全
市
町
村
が
共
同

で
実
施
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
会

費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。　

　

平
成　

年
度
の
交
通
災
害
共

２６

済
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
掛
け
金
で
加
入
で
き
、

手
続
き
も
簡
単
で
す
。
ぜ
ひ
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方
／
掛
け
金

（
年
額
）　

Ａ
コ
ー
ス
は
一
、

〇
〇
〇
円
、
Ｂ
コ
ー
ス
は　

円
５００

／
対
象
と
な
る
交
通
災
害　

日

本
国
内
で
発
生
し
た
、
交
通
機

関
の
交
通
に
よ
る
人
身
事
故
／

見
舞
金　

傷
害
の
場
合
は
、
Ａ

コ
ー
ス
が
３
万
円
〜　

万
円
、

２５

Ｂ
コ
ー
ス
が
２
万
円
〜　

万
円

１６

で
す
。
死
亡
の
場
合
は
、
Ａ
コ

ー
ス
が　

万
円
、
Ｂ
コ
ー
ス
が

３００

　

万
円
で
す
／
見
舞
金
請
求
に

１５０は
交
通
事
故
（
人
身
）
証
明
書

が
必
要
に
な
り
ま
す
／
交
通
遺

児
年
金　

会
員
が
交
通
災
害
で

死
亡
し
た
時
、
会
員
と
生
計
が

同
じ
で
東
京
都
内
の
市
町
村
民

で
あ
る
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
い
る
場
合
、
お
子
さ
ん
が

中
学
修
了
年
限
に
達
す
る
ま
で
、

遺
児
１
人
に
つ
き
年
額
一
〇
万

二
、
〇
〇
〇
円
の
交
通
遺
児
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
／
共
済
期

間　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平

２６

成　

年
３
月　

日
／
受
付
場
所

２７

３１

　

市
内
の
各
銀
行
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
除
く
）、信
用

金
庫
、
信
用
組
合
、

農
業
協
同
組
合
、
清

原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

土
木
課
（
市
役
所
２

階
）
／
出
張
受
付　

３
月
１
日
貍
は
伊
勢

丹
立
川
店
（
２
階
入

口
横
）、３
月
８
日
貍
は
イ
オ
ン

モ
ー
ル
む
さ
し
村
山
（
３
階
イ

オ
ン
前
）
で
両
日
と
も
午
前　
１０

時
〜
午
後
４
時
の
間
に
行
い
ま

す
／
土
木
課
・
内
線
１
２
１
３

ま
で
。

■
東
大
和
警
察
署
〜
春
の
交
通

安
全
運
転
者
講
習
会

　

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
悲

惨
な
交
通
事
故
の
減
少
を
図
る

目
的
で
「
春
の
交
通
安
全
運
転

者
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
や
、
ル

ー
ル
を
守
れ
ば
防
げ
た
と
思
わ

れ
る
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
運
転
や
、
交
通
安
全
の

意
識
を
見
直
す
機
会
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。な
お
、

３
月　

日
貉
の
講
習
会
で
は
、

１２

東
大
和
地
区
交
通
安
全
協
会
の

女
性
部
会
員
に
よ
る
交
通
安
全

指
人
形
劇
を
行
い
ま
す
。

期
日
・
場
所　

３
月　

日
豺
は

１０

向
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、
３
月　
１１

日
貂
は
狭
山
公
民
館
、
３
月　
１２

日
貉
は
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー

（
指
人
形
劇
を
行
い
ま
す
）、３

月　

日
貅
は
蔵
敷
公
民
館
／
時

１３
間　

各
日
と
も
に
午
後
７
時
か

ら
／
ビ
デ
オ
視
聴
と
講
話
／
安

全
運
転
カ
ー
ド
ま
た
は
表
彰
講

習
カ
ー
ド
／
車
で
の
来
場
は
ご

☆ むこうはら児童館　�042-563-1858 ☆
□あそびの日（フルーツをゲットしよう）／小学生
以上／３月６日午後４時～４時３０分
□おもちゃの広場／乳幼児／３月１１日午前１０時３０
分～１１時３０分
□ゲーム大会／小学生以上／３月１２日午後３時４５
分～４時３０分
□むこじど広場（玉合戦）／小学生以上／３月１８
日午後３時４５分～４時３０分
□のびのびコンサート／乳幼児／３月２０日午前１１
時～１１時４５分
☆ きよはら児童館　�042-565-6021 ☆
□ぴよちゃんルーム（アスレチックであそぼう）
／乳幼児／３月１２日午前１０時３０分～１１時３０分
□えほんのもり（絵本の読み聞かせ）／小学生以上
／３月１８日午後３時～３時３０分
□工作教室（ビュンビュンロケットを作ろう）／
小学生以上／３月１９日午後３時～４時３０分
□スポーツ大会（ドッヂ合戦）／小学生／３月２６日
午後２時～３時３０分
☆ ならはし児童館　�042-562-3600 ☆
□ちびっこ広場（簡単な手作りおもちゃ作り）／
乳幼児／３月５日午前１０時３０分～１１時
□ならじどゲームパラダイス／小学生以上／３月
５日午後３時３０分～４時３０分
□絵本のへや（絵本の読み聞かせ）／小学生／３月
６日午後３時～３時３０分
□スポーツ教室（ユニホック）／３月７日／小学
生以上／小学１年生は午後３時３０分～４時、小学
２年生以上は午後４時５分～４時４５分
☆ なんがい児童館　�042-567-2441 ☆
□科学を楽しもう（カリンバ）／小学生以上／３
月１日午後１時３０分～３時３０分／２０人／紙袋（小）
□ちびっこ遊べるday／乳幼児／３月４日午前１０
時～正午
□こまめちゃん（感触遊び）／乳幼児／３月１９日午
前１０時３０分～１１時１５分
□おたのしみゲーム大会／小学生以上／３月２０日
午後３時３０分～４時３０分
☆ さくらがおか児童館 �042-567-2237 ☆
□さくらギネス（竹馬、なわとび、一輪車に挑戦
しよう）／小学生以上／３月１２日午後３時３０分～
４時３０分
□さくらギネス週間／３月１３日～１５日／さくらギ
ネスに挑戦できなかった人もこの期間に挑戦でき
ます。
□おたのしみ会（ざんさんのおはなし劇場～むか
しばなしをあそんじゃおう）／５歳～小学生／３
月１９日午後３時３０分～４時３０分
□トランポリン／幼児以上／３月２６日午後３時～
４時、３月２７日午前１０時３０分～１１時３０分及び午後
１時３０分～２時３０分／動きやすい服装でお越しく
ださい。必ず靴下をはいてきてください。
☆ かみきただい児童館 �042-567-2884 ☆
□ちびっこワールド＆ちびっこ絵本ワールド（お
たのしみ会）／５歳までの乳幼児／３月７日午前
１０時３０分～１１時１５分
□ベビママ／２か月～１歳の乳幼児／３月１２日午
前１０時１５分～１１時３０分
□すくすくクラブ（０歳児～２歳児の発達と関わ
り方～歩行を通して～）／５歳までの乳幼児／３
月１４日午前１０時３０分～１１時３０分
□赤ちゃん体操／３～１０か月の乳幼児／３月２６日
午前１０時３０分～１１時３０分／申込受付は３日から。
□フラダンスクラブ発表会／３月１５日午後２時３０
分から
※定員制の行事は３日前までに申込みを（申込順。
定員になり次第締め切り）。受付時間は月～土曜
日の午前１０時～午後６時（祝日は除く）。
※乳児・幼児は保護者も参加すること。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

移動図書館「みずうみ号」巡回日程
巡回日巡回時間ステーション名

12日（水）・26日（水）
午後1時30分～2時15分多摩湖畔自治会集会所前
午後2時30分～3時15分上北台団地東側
午後3時30分～4時15分蔵敷公民館

5 日（水）・19日（水）
午後2時30分～3時15分向原市民センター
午後3時30分～4時15分清水神社境内

※悪天候の日はお休みします。運行については中央図書館までお問
い合わせください。

図書館からのお知らせ（3月）
おはなし会

実施日・時間対象（【　】は内容）場　所
 7 日（金）・28日（金）
午後3時30分～4 時

4歳～小学1年生
（保護者入場可）中央図書館

�042-564
-2454  8 日（土）・22日（土）

午後3時30分～4 時小学2年生以上

14日（金）・28日（金）
午前 10時30分～11時

3歳以下及び保護者
【わらべうたと絵本】桜が丘図書館

�042-567
-2231 13日（木）・27日（木）

午後3時30分～4 時4歳以上

13日（木）・27日（木）
午前 10時30分～11時

3歳以下及び保護者
【わらべうたと絵本】清原図書館

�042-564
-2944 12日（水）・26日（水）

午後3時30分～4 時4歳以上

※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

開館時間・休館日
日土金木水火月

午前 10時～
午後5時午前 10時～午後7時

休館日
 午前10 時 
～午後5時

中央図書館

午前 10時～午後5時
桜が丘図書館

休館日清原図書館
【休館日】毎週火曜日（清原図書館は毎週月曜日も休館） 、毎月第 3
木曜日、土・日曜日を除く祝日、年末年始、蔵書点検期間
中央図書館・桜が丘図書館：3月 4・11・18・20・21・25日
清原図書館 ：3月 3・4・10・11・17・18・20・21・24・25・31日

防災行政無線自動音声応答サービス 防災行政無線で放送した最新の内容を最大 3 時間後まで電話（�042-563-2411）で確認することができ
ます（チャイム、サイレン、下校時の見守り放送は除く）／問合せ　防災安全課・内線 1352 まで

写真提供：東京都交通安全協会発行
　　　　　「交通安全ジャーナル」
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わ
が
ま
ち
の
風
物
詩　

「
鳥

１７４

と
少
年
」
で
紹
介
し
た
Ｋ
く
ん

と
Ｓ
く
ん
。
中
学
校
で
知
り
合

い
、
友
だ
ち
に
な
り
ま
し
た
。

鳥
へ
の
興
味
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

郷
土
博
物
館
に
や
っ
て
来
て

は
、
ひ
ろ
っ
た
鳥
の
羽
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。「
こ
れ
は
中
学

の
先
生
に
も
ら
っ
た
ト
ビ
の
羽
」

「
こ
っ
ち
は
東
大
和
公
園
で
拾

っ
た
羽
」
…
。
種
類
が
わ
か
ら

な
い
羽
は
、
羽
の
図
鑑
を
見
て

調
べ
ま
す
。

　

目
を
輝
か
せ
て
語
る
鳥
の
話

に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
彼
ら
の
影
響
で
、
鳥
に

興
味
を
持
ち
出
す
子
も
。

　

彼
ら
の
よ
う
に
、
地
域
の
自

然
に
興
味
を
持
つ
中
学
生
が
増

え
る
と
い
い
で
す
ね
。

続・鳥と少年

お問合せ　郷土博物館
� ０４２- ５６７- ４８００

〈シロハラ〉

【郷土博物館で開催中】
企画展示「ひなまつり
～ひな人形とつるしび
な～」（３月９日まで）
３日　東大和元気ゆう

ゆう体操in市役
所中庭

８日　みのり祭（みの
り福祉園）

１０日～１４日
　　　明るい選挙啓発

ポスター展（市
役所１階市民ロ
ビー）

１５日　プラネタリウム
リニューアルオ
ープン（郷土博
物館）

２１日　多摩湖駅伝大会
（多摩湖周辺）
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出
場
し
た
選
手
の
う
ち
、
最

年
長
は　

歳
の
京
都
の
女
性
で

７２

し
た
。結
果
は　

人
が
完
走
し
、

４６

１
位
は
３
時
間　

分　

秒
と
い

１０

４８

う
当
時
の
国
内
最
高
記
録
で
ゴ

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
水

と
緑
を
育
む
多
摩
湖
の
ほ
と
り

か
ら
、
新
記
録
が
誕
生
し
た
瞬

間
で
す
。
ま
さ
に
快
挙
で
す
。

　

今
年
の
多
摩
湖
駅
伝
大
会
は
、

日
本
初
の
女
子
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
大
会
開
催
地
を
記
念
し
、

記
念
碑
の
建
立
や
女
子
マ
ラ

ソ
ン
選
手
の
招
待
も
予
定
し

て
い
ま
す
。「
新
東
京
百
景
」や

「
東
や
ま
と　

景
」に
も
選
ば

２０

れ
て
い
る
多
摩
湖
。
そ
の
周

辺
で
は
、
今
も
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
春
を
迎
え
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
多
摩
湖
の
爽
や

か
な
風
の
中
を
駆
け
抜
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

春
分
の
日（
今
月　

日
）に
、

２１

第　

回
多
摩
湖
駅
伝
大
会
が

２４
行
わ
れ
ま
す
。
か
つ
て
、
多

摩
湖
を
舞
台
に
、
日
本
で
最

初
の
女
子
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和

　

年
４
月
、
多
摩
湖
畔
を
周

５３回
コ
ー
ス
と
し
、　

人
の
女

４９

性
が
そ
の
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
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古紙含有率 70％再生紙を使用しています

　昨年１２月２１日に、市立第四小学校の校庭で、
キャンドルナイト＆ミニコンサートが開催され
ました。四小おやじの会が主催したこのイベン
トでは、３,０００本以上のろうそくを使用して地
上絵が描かれました。真っ暗な校庭に灯りがと
もされると、子どもたちは歓声をあげて喜んだ
そうです。参加した方は「あたたかいろうそく
の灯りの中で過ごす時間は本当に心地いい」と
話してくれました。しんと静かな冬の夜に、こ
ころあたたまるイベントとなりました。

�四小の校庭にろうそくの灯り
　キャンドルナイト＆ミニコンサート

　東大和スケートセンターで活動するアイスホ
ッケークラブが、第３９回関東少年アイスホッ
ケー大会で優勝しました。同クラブは、今回優
勝した小学生高学年チームのほか、中学生チー
ムは同大会３位、小学生低学年チームは第１２
回TIHFジュニアフレンドリーマッチ優勝など、
優秀な成績を収めています。東大和の名前を背
負い、小さな選手たちが氷上を滑走しています。

�関東少年アイスホッケー大会優勝
　市内クラブチームが活躍しています

　１月２０日に行われた第１０回地域の防火防災
功労者賞表彰式で、市立第一中学校が優秀賞に
選ばれました。一中では、各学年１５時間の防
災教育指導時間、市民との協働による避難所開
設訓練、小学生への実践的な消火訓練指導体験
などの活動が行われてきました。「社会に守られ
てきた側から社会を守る側へ」のスローガンの
もと、今後の防災活動にも期待が寄せられます。

�市立第一中学校の防災教育が
　地域の防火防災功労賞を受賞しました

市
長
コ
ラ
ム
 

 

〜
多
摩
湖
駅
伝
と
女
子
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

東
大
和
市
長
　
尾
崎
保
夫

あ な た の ま ち か ら  
まちの話題をお寄せください。 
問合せ　秘書広報課・内線1412まで。 

市民意識調査にご協力ください 市民意識調査票を、無作為に選んだ 2,000人の方に郵送しました。調査票が届いた方は、
ご記入いただき、3月 15日（土）までに郵送してください／問合せ　企画課・内線 1425 まで

第一中学校の曽根校長（写真左）

△

法律相談／毎週金曜日、午前９時～正午△

人権身の上悩みごと相談／２０日 （木）、午前９時３０
分～正午△

税務相談／２０日 （木）、午後１時～４時△

登記相談／２０日 （木）、午後１時～４時△

行政苦情相談／２７日 （木）、午前９時３０分～正午△

交通事故相談／２７日 （木）、 午後１時～４時△

不動産取引相談／１３日 （木）、午前９時～正午△

行政手続相談／１３日 （木）、午後１時～４時
※以上予約制／秘書広報課・内線１４１３まで。△

市民相談／月～金曜日、午前８時３０分～午後５
時／秘書広報課・内線１４１３△

多重債務相談／１２日 （水）、午後１時～４時　（予
約制）／市民生活課・内線１７１３△

消費生活相談／毎週月・水・金曜日、午前１０時～
午後４時（予約優先）／市民生活課・内線１７１３△

男女共同参画相談／月～金曜日、午前９時～午後
５時（予約制）／市民生活課・内線１７１５△

子育て総合相談／月～土曜日、午前９時～午後
５時／子ども家庭支援センター�０４２－５６５－３６５１△

児童・家庭相談（専門）／２７日 （木）、午後１時～３時
（予約制） ／ 子ども家庭支援セ ン タ ー�０４２－５６５ － ３６５１△

母子・女性相談／月～金曜日、午前９時～午後
４時（予約制）／子育て支援課・内線１７６５△

福祉なんでも相談／月～金曜日、午前９時～午
後５時／社会福祉協議会�０４２－５64－0012△

こころの健康相談／５日 （水）、午前１０時～正午（予
約制） ／市立保健センター�０４２－565－5211△

教育相談／月～金曜日、午前１０時～午後５時／
さわやか教育相談室�０４２－５６２－７９１１△

職業相談／月～金曜日、午前９時～午後５時／
東大和就職情報室（市役所５階）・内線１１９４△

高齢者相談、高齢者虐待・養護者支援相談／月
～土曜日、午前９時～午後５時、電話相談はいつ
でも可／高齢者ほっと支援センターいもくぼ�
０４２－５６３－８７７７・きよはら�０４２－５９０－１１３８・な
んがい�０４２－５６６－８１３３△

障害者（身体・知的）相談／毎週水曜日午前９時～
正午（予約制）／社会福祉協議会�０４２－５６４－００１２
〔相談名／日時／場所／連絡先の順に掲載〕

今 月 の 相 談


